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平成３０年度第７回南関町農業委員会会議録 

 

平成３０年１０月１０日（水） 

午 前 ９ 時 ３ ０ 分 開 会 

南 関 町 役 場 第 一 会 議 室 

 

一、開会宣言 

 

二、議事日程 

１．開  会 

２．農業委員憲章朗読 

３．会長挨拶 

４．議事録署名人の指名 

   ５番 原    靖  君 

   ６番 山 本 精 武 君 

５．議  事 

  第２３号議案 農地法第３条第１項の規定による許可申請について 

  第２４号議案 農地法第５条第１項の規定による許可申請について 

  第２５号議案 農地利用集積計画の承認について 

６．そ の 他 

７．閉  会 

 

三、出席委員は次のとおりである。（１１名） 

  会長 柗 村  公 正 君  副会長 竹 島  久 利 君 

  １番 松 本  泰 典 君   ２番 荒 木  勝 治 君 

  ３番 釘 崎 眞貴子 君   ４番 矢 野  房 幸 君 

 ５番 原    靖 君   ６番 山 本  精 武 君 

 ７番 荒 木    茂 君   ８番 田 崎  芳 憲 君 

 ９番 北 原  照 代 君 

 

四、欠席委員は次のとおりである。（０名） 

  

五、本会議に職務のため出席した者の職氏名（２名） 

 事務局長  東 田  彰 夫 君 
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 書  記  上 田    賢 君 
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平成３０年度第７回南関町農業委員会会議録 

議事の経過 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

開会 午前９時３０分 

１．開 会 

○副会長（竹島 久利君） 礼。時間がまいりましたので、ただいまから平成３０年度

第７回の農業委員会総会を開会します。礼。 

○事務局長（東田 彰夫君） 本日は、委員の皆様、全員ご出席でございますので、総

会が成立することをご報告いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

２．農業委員憲章朗読 

○事務局長（東田 彰夫君） それでは農業委員憲章朗読を１０番、竹島委員さん、よ

ろしくお願いします。 

○１０番（竹島 久利君） （農業委員憲章は省略） 

○事務局長（東田 彰夫君） ありがとうございました。 

それでは、総会開催にあたりまして、会長挨拶をお願いします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

３．会長挨拶 

○会長（柗村 公正君） おはようございます。 

 お忙しい中、ご苦労さんでございます。心配しました台風もですね、大したこと

なく過ぎ去ったわけでございます。いよいよ稲刈り本番ということでですね、皆さ

ん方には大変ご苦労されているかと思います。早めにですね、今日は切り上げて、

また昼から雨といいよりますのでですね、頑張っていきたいと思います。 

 先日ですね、農振地の見直しの会議がございました。３７万㎡だったですかね、

見直しがあるということで、やはりですね、先人たちが頑張っていた田畑でござい

ますが、今になりますとですね、高齢化、離農者が続出しましてですね、そういう

荒廃地が増えているような状況でございます。今後ですね、私たち農地パトロール

を頑張りましてですね、荒廃地のでないようなですね、町にしていくならばと考え

るところでございます。どうぞ皆さん方にもよろしくお願いしときます。 

 それでは、今日は一日ご苦労かけます。よろしくお願いします。 

○事務局長（東田 彰夫君） ありがとうございました。 

それでは、南関町農業委員会会議規則第４条によりまして、以降の議事の進行は、

会長にお願いいたします。 

発言しようとする際は、議長の許可を受けなければならないとなっております。



－   － 4 

また、携帯電話につきましては、電源を切られるか、マナーモードにされますよう

お願いいたします。 

それでは、会長、お願いします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

４．議事録署名人の指名 

○議長（柗村 公正君） それでは、議事に入ります。 

まず、議事録署名人を指名いたします。今回は議事録署名人として、５番、原委

員、６番、山本委員を指名いたします。よろしくお願いいたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

５．議 事 

○議長（柗村 公正君） それでは、審議に入りたいと思います。 

第２３号議案、「農地法第３条第１項の規定による許可申請について」を議題と

いたします。 

   事務局よりの内容の説明をお願いいたします。 

○事務局（上田 賢君） はい、事務局よりご説明申し上げます。第２３号議案、農地

法第３条第１項の規定による農地の所有権移転の許可申請についてご説明いたしま

す。 

 １番から４番が同一の申請になり、１番と２番、そして３番と４番がそれぞれの

土地の持ち分の所有権移転に関する申請になります。 

 受付日、平成３０年９月１２日、申請番号１００号、譲渡人、譲受人、土地の所

在等は記載のとおり、売買による所有権移転となります。それぞれ持ち分の移転分

は４分の１ずつとなっております。 

事務局からの説明は以上です。 

○議長（柗村 公正君） はい、ありがとうございました。第２３号議案は、農地法第

３条１項の規定に基づく、所有権移転許可申請１件でございます。 

 ただいまの説明に関連しまして、現地調査に出向かれました委員様よりの補足説

明をお願いいたします。 

１番、松本委員、お願いいたします。 

○１番（松本 泰典君） はい。１番の松本です。９月末に事務局のほうと推進委員の

末竹さんと現地確認に行ってまいりました。現地は、○○○館のすぐ近所です。こ

の売買に関しては多分問題ないと思いますけど、なんか土地が名義人が何人かちょ

っと複雑におられて、そこのところは農業委員としては関係することじゃないかな

あとは思います。売買に関しては問題ないと思います。以上です。 

○議長（柗村 公正君） はい、ありがとうございました。 
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 事務局、委員さんの説明が終わりました。 

この件につきまして、何かご意見、ご質問ございませんか。ございませんか。 

（なしの声） 

○議長（柗村 公正君） ないようでございますので、採決いたします。 

   第２３号議案について、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

○議長（柗村 公正君） ありがとうございます。異議なしと認め、第２３号議案は、

原案のとおり決定いたします。 

 続きまして、第２４号議案、「農地法第５条第１項の規定による転用許可申請に

ついて」を議題といたします。 

   事務局よりの説明をお願いいたします。 

○事務局（上田 賢君） はい、事務局よりご説明申し上げます。 

   第２４号議案、農地法第５条第１項の規定による農地の転用許可申請についてご

説明いたします。 

１番と２番は、同一の申請になります。権利の種類は所有権移転、受付日、平成

３０年９月２０日、申請番号１０５号、土地の所在等は記載のとおりです。転用の

目的は、一般個人住宅の建設となっております。また、持ち分はそれぞれ２分の１

ずつの許可申請になっております。 

 事務局からの説明は以上です。 

○議長（柗村 公正君） はい、ありがとうございました。 

 第２４号議案は、農地法第５条第１項の規定に基づく転用許可申請１件でござい

ます。 

 ただいまの説明に関連しまして、現地調査に出向かれました委員さんよりの補足

説明をお願いいたします。 

 ４番、矢野委員、お願いいたします。 

○４番（矢野 房幸君） はい。４番、矢野です。 

 ９月２６日に事務局、上田さん、島﨑推進委員、３名で現地確認に行ってまいり

ました。現地はですね、南関インターからバイパスのようになっておりますが、あ

の方向に行って、○○○のほうに右折していったすぐ十字路ですね、あれを左に左

折して何メーターですか、５０メーターぐらい先の右側になります。今ちょっと雑

草が少し茂ったような状態になっておりますが、隣が○○○がありまして、その横

が、現地の横が○○○がありまして、横に里道の少し走った隣は人家です。何も問

題ないと思います。審議よろしくお願いします。 

○議長（柗村 公正君） はい、ありがとうございました。 
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 事務局、委員さんの説明が終わりました。この件につきまして、何かご意見、ご

質問はございませんか。 

○副会長（竹島 久利君） はい、一つ質問（はいの声）事務局よかですか。（はいの

声）あのですね、今、会長とちょっと話をしましたけど、譲渡人がですね、この申

請は、この前登記してから１年半ぐらいしか経ってないところで、今後５年間、前

は農地取得してから５年間は譲渡できない、ほかの形には変換できないという決ま

りじゃないけど、そういうあれがあったんですけど、今、これをすればまだ１年半

しか経ってないもんで、今後こういう問題が出れば、何かあれしとかんちゃよかろ

かて思うてちょっと心配しておりますけど、どんなふうですかね。 

○事務局（上田 賢君） その件に関しましてはですね、また先日、別の土地のときに

県のほうからもちょっと指摘がありましたので、県の農業会議のほうにちょっと相

談を申し上げたことがあります。 

 その際のご返答としては、確かに昔は、例えば５年小作はほかのものにするとい

かんとか、売り渡すことはならんとか、市町村によっては３年３作といわれてるよ

うなところもあるんですけれども、それが具体的に決まりが設けることはなかなか

困難じゃないかと。 

 ただ、例えば今後ですね、こういったことがあった場合、３条で例えば購入しと

いて、すごい短期間で売買とかをされる場合には、そもそも農地法３条で買うのは、

農地を農地として扱うことが申請の条件になっておりますので、何でそれができな

くなったかの理由書等は求めることができるんじゃないかなと思っております。 

 ただ内規のほうで、例えば絶対に認めないとかということが可能かどうかについ

てはですね、今後農業会議のほうとまたですね、ちょっと調整をさせていただいて、

またこちらの総会のほうでご報告をさせていただきたいと思います。 

○議長（柗村 公正君） ほかにございませんか。（はいの声）はい、どうぞ。 

○９番（北原 照代君） 私もこの質問にはちょっと関心持ってました。前はね、本当、

農地を農業しようといって農地の取得をするのに、点々と買うのはどうやって耕作

されるのかなあと思ってね。結局転用が今回だけじゃなくて何回かあがってきたで

すよね。ああ、もう今はこれでいいんだなあて。以前はやっぱりちょっと誓約書み

たいなのを作ってたんですよね。（ありましたの声）５年とか３年間農業をします

よて。県にも申請してもらって、それは県のほうにあげずにこっちだけで確認、保

管してたんですよね。そうやってすぐ転用というのは出てこなかったんですけど、

今最近多いなあと思ってね。その農地ですね、３条の申請というのが何もなってな

いもん、農業してないもんね。農業するから３条で農地を取得する申請だと思うけ

んが、転用するならばもうすぐね、この５条であげるべきじゃなかろうかなあと思
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って、ちょっと私も・・・。 

○副会長（竹島 久利君） だからですね、法的手段はないわけですよね。だけど南関

町のほうでそういうその全体的な決まりを作っとかんと、じゃあこういう問題が今

から出てくるということですね。 

○６番（山本 精武君） この譲渡人の人も農業者じゃないけんね。 

○議長（柗村 公正君） 大体がそういうこっでな、目的が目的で・・・しとるけん、

何か規制ばせんとしゃが、まだそがんとがますますひどなって思うたいな。（そう

ですねの声） 

○事務局（上田 賢君） 実際、今回の申請者の方にはですね、そういった指摘が県か

らあったことは伝えておりまして、今後はするならばですね、もう一発目から、例

えば５条でいくつもりなら５条で出すようにしてくれと。３条とかを１回はさむと

話がおかしくなりますよと。その３条ばはさんだけんていうて、何といいますかね、

許可がスムーズにいくとかということは当然ないですし、自己所有地やけんが転用

がスムーズということもないですし、そこはどっちにしても法律の縛りで許可の基

準が決まってますので、その旨は一度話をしております。なので一応それ以降はで

すね、３条をはさむというのはなくなっている状態になっています。だから、それ

以前に３条で購入された分が幾つか出てきたというのは、実際はあるんですけれど

も、一応その後、３条でいったん取得するようなやつについてはあがってきていな

い状態ではあります。 

○６番（山本 精武君） この人の場合は、いたる所にね、こういう前例があるけんね、

これを簡単に許していきよったらねえ、やっぱりちょっと問題じゃあると私も思い

ます。 

○事務局（上田 賢君） なので、確かに私が前おったときも北原委員のほうから今、

ご説明ありましたように、誓約書等々が３条の許可申請に付いておりました。ただ、

おそらくその後、何といいますか、申請書類の適正化を図るうえで、そういった書

類を求めることが多分ままならんごつなったんじゃないかなあと、ちょっと今にな

っては推測するところです。なので、ちょっとまた繰り返しになりますけど、先ほ

どご説明申し上げましたとおり、誓約書とか、例えば、不許可にすることができる

のかとか、または、そういった基準を設けることができるのか等についてですね、

県のほうや農業会議のほうにちょっと相談をして、またご報告をさせていただきた

いと思います。 

○議長（柗村 公正君） ほかにございませんか。 

 やはりですね、もうわかっとれば５条で買うてもらうとですね、問題なかと思い

ます。やはりこがん３条をはさんだ中でですね、いくとしゃが、全然おそらくここ
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も耕作はされとらんて思うとですよ。何か１作でんされとんなら話は別ばってんが、

おそらく商売の方だけんですね、やっぱりそういうふうな指導をしながらですね、

やっていただきたいと思います。 

 ほかにございませんか。 

（ありませんの声） 

○議長（柗村 公正君） ないようでございますので、採決いたします。 

 第２４号議案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

○議長（柗村 公正君） 異議なしと認め、第２４号議案は、原案のとおり許可相当で

あると意見決定いたします。 

   続きまして、第２５号議案、「農地利用集積計画の承認について」を議題といた

します。 

   事務局よりの説明をお願いいたします。 

○事務局（上田 賢君） はい、事務局より説明申し上げますが、議案に入ります前に、

すみません、議案書の訂正のほうをお願いいたします。 

 ２番のですね、借人のほうの氏名が○○○さんになっておりますが、すみません、

これは息子さんの○○○さんの誤りでしたので、訂正のほうをお願いいたします。

（○○○てどがん書くとの声）○○○というか、○○○です。よろしいでしょうか。

（これは何ね、ここに置いてあっとはの声） 

 それと机の上に置いてありました利用集積計画の分は、それは差し替えになりま

すので差し替えといてください。一部誤りがあったので。 

 それではすみません、説明のほうに入らせていただきます。 

 第２５号議案、「農地利用集積計画の承認について」ご説明いたします。 

 １番、利用権等の種類は所有権、譲渡人、譲受人、土地の所在等は記載のとおり、

面積は２,２５９㎡、中間管理機構の特例事業による売買となります。 

 ２番、利用権の種類は使用貸借権、貸人、借り人、土地の所在等は記載のとおり、

面積は９７３㎡、期間は５年間となっております。 

 ３番から２０５番までは、中間管理事業による公社との貸借になります。利用権

の種類がですね、すみません、一括で説明させていただきます。利用権の種類が、

使用貸借権で、期間が５年のものについては１筆で９０３㎡、１０年のものについ

ては１０１筆で１０６,０２２㎡となっております。また、賃借権で、期間が５年

のものについては、４筆で４,８７９㎡、１０年のものについては、９７筆で、１

５２,３４３㎡となります。土地の所在等は記載のとおりとなっております。 

 事務局からの説明は以上です。 
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○議長（柗村 公正君） ありがとうございました。第２５号議案は、農業経営基盤強

化促進法に基づく農地利用集積計画７４件でございます。 

 事務局からの説明が終わりました。 

この件につきまして、何かご質問、ご意見ございませんか。（はいの声）はい、

どうぞ。 

○１番（松本 泰典君） １番の松本です。これはなんか○○○の（○○○の法人化の

声）賃借権と使用権設定はどうしてわかるっとですか。 

○事務局（上田 賢君） 法人の中で土地を貸し借りをする中でですね、やっぱり利用

価値が高いところというか、と、やっぱり日当たりや土地の条件が悪いところをそ

れぞれ役員さんというか、推進委員さんの中でランクづけをされまして、それで納

得されてるところに関しての貸し借りが今回行われているような形になっておりま

す。なのでそれぞれ金額等、田んぼ、畑で金額をそれぞれ全部で３人、田んぼで３

段階、畑で２段階に分けてランクづけをされました。それぞれで今回のやつは契約

があがっているような形になっております。 

○１番（松本 泰典君） それと何ですか、期間、１０年と５年はどういう意味。 

○事務局（上田 賢君） はい。５年のものについてはですね、お一人のご名義の方の

分になるんですけれども、こちらは土地の所有者の方がですね、亡くなられており

まして、相続の登記が済んでいなかった。相続人全員からですね、同意の印鑑をも

らうことができれば、期間については長くできるんですけれども、所有権のうちの

２分の１を超える分の同意を得られた方の分については、５年間までの契約となっ

ております。なので今回の５年間の分については、全員からの同意が得られずに、

所有者のうち２分の１を超える方の分から同意を得られたということで、５年間の

契約をされているというような形でございます。 

○１番（松本 泰典君） はい、わかりました。 

○議長（柗村 公正君） ほかにございませんか。ございませんか。 

（なしの声） 

○議長（柗村 公正君） ないようでございますので、採決いたします。 

   第２５号議案について、原案のとおり承認することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

○議長（柗村 公正君） 異議なしと認め、第２５号議案は、原案のとおり承認されま

した。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

６．その他 

○議長（柗村 公正君） それでは、その他の報告、事務局ございますか。 
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○事務局（上田 賢君） 今、お手元のほうにですね、簿記と青色申告を始めましょう

というチラシを置かせていただいております。こちらに関しましては、県の担い手

育成総合支援協議会のほうからチラシの配布があっておるんですけれども、来年の

１月からですね、収入保険制度というものが開始されます。こちらに関しましては、

認定農業者の方とかは、研修とかでお話は聞かれているかと思うんですけれども、

いうなれば収入を保障するための保険が始まりますというところが、一番大きな説

明になるかなあと思います。 

 ただ要件といたしましては、青色申告のほうをしていることが条件となっており

ます。それで今回このチラシをですね、委員さん方にはちょっと把握をしていただ

いといて、またお近くの農業者の方とかにですね、ご相談があった場合にはご説明

をしていただければなあと思います。 

 また、細かいご説明とかが必要な場合はですね、税務署やこちらの熊本、ちょっ

と一番後ろの面にあるんですけども、今年から始まりました熊本農業経営相談所と

いうところがですね、相談に乗っていただけるかと思いますので、そちらにご相談

をしていただければいいと思います。 

 また、青色申告の開始の仕方についてはですね、税務署のほうに届出等が必要に

なっておりますので、そちらのほうのご説明もよければお願いいたします。 

 事務局からの説明は以上です。 

（雑談） 

○議長（柗村 公正君） ほかには何かなかですか。 

○事務局（上田 賢君） はい、特にあとはございません。 

○９番（北原 照代君） これは事務局、もらっていいですかね、冊子のほうは。 

○事務局（上田 賢君） はい、持っていっていただければ。 

○議長（柗村 公正君） それでは、皆さんにお諮りいたします。本日の議決事件の字

句の整理を議長に一任していただきたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

○議長（柗村 公正君） ありがとうございます。異議なしと認め、処理することにい

たします。 

本日は慎重審議ありがとうございました。 

まだ早かけん、頑張って帰ってから稲刈りお願いします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

７．閉 会 

○事務局長（東田 彰夫君） それでは、閉会を副会長、お願いします。 

○副会長（竹島 久利君） 起立。これをもちまして第７回の農業委員会総会を閉会し
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ます。礼。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

閉会 午前９時５５分 
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本案は顛末相違ないことを認め、ここに署名します。 

 

 

 

南関町農業委員会会長  

 

 

 

議 事 録 署 名 人  

 

 

 

議 事 録 署 名 人  


